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入札監視委員会報告及び意見 

 

雲仙市の入札制度は、制限付一般競争入札の対象範囲拡大や電子

入札方式の導入など、これまで順次改善が図られてきました。今期に

おいては、建設工事及び建設コンサルタント等業務における予定価

格等の算出方法の改定など、法令等に基づき真摯に取り組まれてい

ることが確認できました。 

 

本委員会においては、建設工事及び建設コンサルタント等業務の

入札において審議を行い、入札状況など疑義のあったものについて

は、以下のように市へ改善を求めました。 

 

 ランダム係数の影響により受注意欲が高く最低制限価格帯の下限

を狙った者が失格となることで、高めの入札をした者が落札者とな

り、結果的に落札率が上昇していると思われる事案が４件、ランダム

係数の影響により失格となったために不落となった事案が３件確認

されました。ランダム係数の影響については、本委員会において度々

審議しておりますが、今後も継続的に入札制度への影響を検証して

いく必要があります。 

 

制限付一般競争入札で実施した入札において、1 者のみの応札とな

った３件の事案について審議した際、要因として、工事の特殊性、工

事現場や天候の影響等による作業条件、施工時期が繁忙期に重なっ

たことなどの説明を受けました。1 者のみの応札は競争性を損なう可

能性があり、避けるべき事案であるため、改善策の検討を求めました。 

 

 指名競争入札では、辞退や不参加が多く発生しており、建設工事の

辞退理由では、手持ち工事が多い、技術者や作業員の不足が多く、近

年の建設業界における技術者不足や島原道路建設等の大型公共事業

も影響していると推測されるとの説明を受けました。また、建設コン

サルタント等業務では、建築一般の入札において不参加が多く続い

ていることに改善を求め、市は雲仙市設計事務所団体に適切な入札

手続きの徹底を依頼し、改善が見られました。この他、例年高い落札

率で推移している業種があり、今後も予定価格の妥当性と入札結果

を注視していく必要があります。 

 



 

 

 今期２年を終了するにあたり、入札及び契約制度の競争性・公平性

及び透明性の確保と行政効率の向上がより一層図られることを期待

し、次のとおり意見を具申いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．最低制限価格の決定方法について 

 ランダム係数が高めの値となった場合、下限を狙った入札が最低

制限価格を下回って失格となり、結果的に高い落札率となることが

あります。これは制度上起こり得ることではありますが、望ましいこ

とではないと思われます。また、ランダム係数が高めの値となったこ

とで不落となることは、事業の実施が遅れ、市民生活に不利益をもた

らす可能性もありますので、他自治体の最低制限価格決定方法を調

査し、雲仙市に合ったより良い制度の検討を求めます。 

 

２．入札参加者減少の対策について 

近年、入札参加者が減少している傾向にあるように思われます。さ

らなる減少は不調や不落の要因となることが想定されますので、辞

退理由や参加状況を考慮した指名選定を行うことや、より多くの者

が参加できるよう入札条件を設定することなど、公正な自由競争を

実現するための一層の工夫を求めます。併せて、適正な利潤を確保で

きるよう予定価格を適正に設定し、施工時期の平準化に努めていく

ことが必要です。 

 

３．入札結果の注視について 

 入札金額に一定の規則性や落札回数の均等性がないかなど、入札

結果を常に注視し、入札に不自然さがあると発注者が判断した場合

には、雲仙市談合情報等対応マニュアルに基づき、適切に対処するこ

とが必要です。 
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審議経過 

年度・回 開催日 議事内容 

令和 5 年度 

第 1 回定例会 

 

令和 5 年 5 月 19 日 ・指名停止案件の報告・・・4 件 

・抽出事案の審議・・・・・7 件 

令和 4 年 10 月～令和 5 年 3 月対象案件 

建設工事         35 件 

建設コンサルタント等業務 17 件 

令和 5 年度 

第 2 回定例会 

 

令和 5 年 11 月 13 日 ・指名停止案件の報告・・・3 件 

・抽出事案の審議・・・・・7 件 

令和 5 年 4 月～9 月対象案件 

建設工事         92 件 

建設コンサルタント等業務 59 件 

令和 6 年度 

第１回定例会 

 

令和 6 年 5 月 21 日 ・指名停止案件の報告・・・2 件 

・抽出事案の審議・・・・・6 件 

令和 5 年 10 月～令和 6 年 3 月対象案件 

建設工事         45 件 

建設コンサルタント等業務 10 件 

令和 6 年度 

第 2 回定例会 

 

 

令和 6 年 12 月 6 日 ・抽出事案の審議・・・・・8 件 

令和 6 年 4 月～9 月対象案件 

 建設工事         94 件 

 建設コンサルタント等業務 51 件 

 

 

 

 

 

 

 



雲仙市入札監視委員会委員 

 

〔任期 令和 5 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日〕 
               

区 分 氏 名 役 職 等 

技術分野 中村 聖三 委員長 長崎大学大学院工学研究科教授 

法律分野 川島 陽介 委員長代理 プラスワン法律事務所 弁護士 

経済分野 山口 純哉 長崎大学経済学部准教授 

学識経験者 重野  淳 公募委員 

学識経験者 山下 金光 公募委員 

 

 

 

 

 

 

 

 


